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彙
　
　
報

○
講
義
題
目

　

平
成
三
十
年
度
前
期
（
春
学
期
・
夏
学
期
）

　
　
　
　

基
幹
教
育
科
目

文
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
科
目
（
文
学
・
言
語
学
入
門
）
静
　
永
　
教
　
授

　
　
　
　

文
学
部

講
義
　
長
恨
歌
・
長
恨
歌
伝
講
読 

静
　
永
　
教
　
授

講
義
　
中
国
白
話
文
学
研
究 

井
　
口
　
講
　
師

演
習
　
唐
詩
残
篇
訳
注 

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
中
国
白
話
小
説
講
読 

井
　
口
　
講
　
師

演
習
　
中
国
語
文
法
研
究
（
言
語
文
化
研
究
院
）
西
　
山
　
教
　
授

演
習
　
古
典
文
学
作
品
研
読 
林
　
　
　
教
　
師

演
習
　
中
国
文
学
研
究
法 

林
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅲ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ

 

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ 

林
　
　
　
教
　
師

　
　
　
　

人
文
科
学
府       　

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

現
代
文
化
論
Ｃ 

井＊

口
講
師
・
静＊

永
教
授

演
習
　
文
選
の
研
究 

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
明
代
文
学
研
究
法 

井
　
口
　
講
　
師

演
習
・
博
士
演
習
　
中
国
文
学
研
究
法

彙　
　

報

 

林
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

井
　
口
　
講
　
師

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静
　
永
　
教
　
授

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
模
擬
講
義 

井
　
口
　
講
　
師

　
　

平
成
三
十
年
度
後
期
（
秋
学
期
・
冬
学
期
）   　

　
　
　
　

文
学
部
共
通
科
目

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

人
文
学
基
礎
Ⅱ
　
中
国
の
伝
統
文
学
と
大
衆
文
学
に
つ
い
て

 

井＊

口
講
師
・
静＊

永
教
授

　
　
　
　

文
学
部

講
義
　
中
国
白
話
文
学
研
究 

井
　
口
　
講
　
師

演
習
　
唐
詩
残
篇
訳
注 

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
中
国
白
話
小
説
講
読 

井
　
口
　
講
　
師

演
習  

古
典
文
学
作
品
研
読 

林
　
　
　
教
　
師

演
習
　
中
国
文
学
研
究
法 

林
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅳ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ

 

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

中
国
語
会
話
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ 

林
　
　
　
教
　
師

集
中
講
義
　
中
国
演
劇
史
の
研
究

 

（
京
都
府
立
大
学
）
小
松
　
謙
　
教
授

　
　
　
　

人
文
科
学
府

演
習
　
文
選
の
研
究 

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
明
代
文
学
研
究
法 

井
　
口
　
講
　
師



（（（

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
七
号

演
習
・
博
士
演
習
　
中
国
文
学
研
究
法

 

林
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

井
　
口
　
講
　
師

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静
　
永
　
教
　
授

○
学
位
論
文

（
二
〇
一
八
年
三
月
学
位
取
得
）

夏
目
漱
石
の
漢
詩
に
お
け
る
風
景
描
写 

︹
学
士
︺
臼
　
本
　
　
　
茜

市
河
寛
斎
と
中
国
唐
宋
の
詩 

︹
学
士
︺
岸
　
本
　
美
　
幸

「
林
家
舗
子
」
の
世
界
：
小
説
か
ら
映
画
へ

 
︹
学
士
︺
木
　
原
　
規
　
衣

唐
代
の
女
流
詩
人
魚
玄
機
の
人
物
像 
︹
学
士
︺
澤
　
田
　
優
　
子

郁
達
夫
と
精
神
分
析
論 

︹
学
士
︺
渡
　
邊
　
広
　
子

李
白
の
文
学
と
そ
の
政
治
思
想 

︹
修
士
︺
孫
　
　
　
亜
　
秋

（
二
〇
一
八
年
九
月
学
位
取
得
）

黄
庭
堅
詩
歌
言
語
研
究 

︹
博
士
︺
蒙
　
　
　
顕
　
鵬

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
九
七
回
（
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
七
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

司
馬
相
如
「
大
人
賦
」
に
つ
い
て 

木
　
村
　
淳
　
美

「
目
連
変
文
」
の
文
体
研
究 

下
　
川
　
純
　
奈

『
水
滸
伝
』
の
人
物
像
研
究 

鶴
　
田
　
　
　
茜

白
蛇
伝
物
語
の
諸
相 

諏
訪
田
　
実
　
紀

程
小
青
と
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル

　
―
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
翻
訳
研
究 

木
佐
木
　
映
　
見

日
本
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
極
玄
集
』
に
つ
い
て 

汪
　
　
　
　
　
涵

第
二
九
八
回
（
二
〇
一
八
年
三
月
三
日
） 

於
文
学
部
四
階
会
議
室

武
定
侯
郭
勛
と
通
俗
白
話
歴
史
小
説 

井
　
口
　
千
　
雪

黄
庭
堅
と
蘇
軾
「
和
陶
詩
」 

原
　
田
　
　
　
愛

「
長
恨
歌
」
と
中
唐
の
「
尤
物
」
論 

竹
　
村
　
則
　
行

第
二
九
九
回
（
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
八
日
）

 

於
教
育
学
部
一
階
会
議
室

白
居
易
の
描
い
た
悲
劇
の
王
妃
た
ち 

干
　
　
　
佳
　
林

日
本
白
居
易
研
究
に
お
け
る
「
四
傑
」
―
平
岡
武
夫
・
花
房
英
樹
・

太
田
次
男
・
岡
村
繁
― 

李
　
　
　
宝
　
霖

周
作
人
の
「
草
木
虫
魚
」
シ
リ
ー
ズ（
前
篇
）―
鳥
獣
虫
魚
小
品
―

 

呉
　
　
　
紅
　
華

『
西
廂
記
』
評
点
本
に
つ
い
て 

黄
　
　
　
冬
　
柏

第
三
〇
〇
回
（
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

『
李
嶠
百
詠
』
と
初
唐
に
お
け
る
詠
物
詩
の
変
革 

胡
　
　
　
凌
　
燕

荻
生
徂
徠
に
お
け
る
王
世
貞
の
文
学
思
想
の
受
容 

薛
　
　
　
欣
　
欣

『
四
庫
全
書
総
目
』
の
殿
本
と
浙
本
の
比
較

 
―
「
史
部
」
を
中
心
と
し
て 

楊
　
　
　
　
　
柳

死
と
向
き
合
う
陸
機
―
「
歎
逝
賦
」
と
「
挽
歌
詩
」
を
中
心
と
し
て

 

王
　
　
　
昊
　
聰

三
百
回
を
通
過
し
た
中
国
文
藝
座
談
会 

竹
　
村
　
則
　
行
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彙
　
　
報

第
三
〇
一
回
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
七
日
）

 

於
伊
都
イ
ー
ス
ト
一
号
館
　
六
階
中
国
文
学
研
究
室

馮
夢
龍
の
笑
話
集
編
纂
に
つ
い
て 

山
　
口
　
綾
　
子

西
晋
に
お
け
る
「
雷
電
」
と
陸
機 

王
　
　
　
昊
　
聰

妻
を
暗
示
す
る
唐
詩
に
つ
い
て 

静
　
永
　
　
　
健

○
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
完
成
記
念
人
文
科
学
研
究
院
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
の
移
動
と
人
文
学
的
変
容
」

 
 

セ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ
「
移
ろ
え
ど
変
わ
ら
ぬ
和
漢
古
典
の
魅
力
（
変
又

不
変
的
和
漢
古
典
文
学
之
魅
力
）」（
国
文
研
究
室
と
の
共
同
開
催
）

  

（
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
一
日
於
伊
都
Ｃ
Ｐ
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）

基
調
講
演
：『
聯
珠
詩
格
』
と
江
戸
漢
詩
の
大
衆
化

 
 （

成
蹊
大
学
名
誉
教
授
・
学
士
院
会
員
）
揖
　
斐
　
　
　
高

論
建
安
文
学
批
評
的
発
生

 

（
北
京
大
学
教
授
・
中
国
文
選
学
会
会
長
）
傅
　
　
　
　
　
剛

唐
代
「
格
」「
律
」「
体
」
及
相
関
詩
学
概
念
考
釈

 

（
北
京
大
学
教
授
・
中
国
唐
代
学
会
理
事
）
杜
　
　
　
暁
　
勤

日
中
で
異
な
る
「
長
恨
歌
」
の
本
文 

静
　
永
　
　
　
健

空
海
の
漢
詩
文
を
通
じ
て
平
安
朝
の
「
境
界
」
を
読
み
直
す

 

（
四
川
大
学
副
教
授
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ

東
ア
ジ
ア
勧
善
書
の
移
動
と
庶
民
教
育

 

（
東
明
大
学
校
教
授
）
成
　
　
　
海
　
俊

嵯
峨
本
再
考 

（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）
入
　
口
　
敦
　
志

文
求
堂
田
中
慶
太
郎
父
子
的
漢
籍
集
蔵
与
鑑
識

 

（
北
京
大
学
教
授
・
同
文
献
学
セ
ン
タ
ー
長
）
劉
　
　
　
玉
　
才

経
書
註
釈
と
博
物
学
の
間:

江
戸
時
代
に
お
け
る
「
詩
経
図
」
に
つ

い
て 

（
東
京
大
学
教
授
）
陳
　
　
　
　
　
捷

 

司
会
／
川
平
敏
文
・
静
永
　
健

○
他
学
会
・
研
究
会
で
の
発
表
（
事
務
局
把
握
分
の
み
掲
載
）

中 

国
《
文
選
》
学
研
究
会
第
十
三
届
年
会
曁
「
百
年
選
学:

回
顧
与

展
望
」
国
際
学
術
研
討
会

 

（
二
〇
一
八
年
八
月
四
日
～
五
日
︑
於
北
京
大
学
）

関
於
︽
幽
通
賦
︾
曹
大
家
注
的
学
術
性
所
在 

栗
　
山
　
雅
　
央

読
︽
文
選
集
注
︾
札
記 

静
　
永
　
　
　
健

第
七
十
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

 （
二
〇
一
八
年
十
月
六
日
～
七
日
︑
於
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
）

武
定
侯
郭
勛
と
通
俗
歴
史
白
話
小
説
（
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
武

人
・
武
官
と
文
学
」） 

井
　
口
　
千
　
雪

漢
魏
六
朝
時
代
に
お
け
る
騒
体
賦
の
変
貌

 

―
本
文
生
成
と
文
体
選
択
の
二
重
視
座
か
ら
―
林
　
　
　
暁
　
光

李
嶠
「
宝
剣
篇
」
創
作
考

 
―
昇
仙
太
子
の
剣
を
手
が
か
り
と
し
て
― 

種
　
村
　
由
季
子

○
社
会
連
携
事
業

中
国
外
交
部
報
道
局
メ
デ
ィ
ア
訪
問
団
と
の
懇
談
会

 

（
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
五
日
︑
於
箱
崎
・
法
学
部
二
階
会
議
室
）



（（（

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
七
号

 

中
文
研
究
室
教
員
及
び
学
生
一
同

教
員
免
許
状
（
国
語
科
）
更
新
講
習

 
（
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
八
日
︑
於
九
大
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
）

中
学
高
校
に
お
け
る
漢
文
教
材
の
再
検
討 

静
　
永
　
　
　
健

記
念
中
日
平
和
友
好
条
約
締
結
四
十
周
年
・
記
念
中
国
改
革
開
放
四

十
周
年
座
談
会

 

（
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
三
日
︑
於
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
）

初
め
て
の
旅
行
で
知
っ
た
新
し
い
中
国 

大
園
大
輔
・
福
田
華
矢

○
人
事
異
動

鍾 

　
　
　
東
　
三
月
三
十
一
日
︑
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満
了

し
︑
北
京
大
学
中
文
系
に
帰
任
︒

林 

　
　
暁
光
　
四
月
一
日
︑
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員
（
外
国
人
教

師
）
と
し
て
︑
浙
江
大
学
人
文
学
院
よ
り
着
任
︒

甲
斐
　
雄
一
　
四
月
一
日
︑
明
治
大
学
文
学
部
講
師
に
着
任
︒

栗 

山
　
雅
央
　
四
月
一
日
︑
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化
学
部
助
教
に

着
任
︒

長
谷
川
真
史
　
四
月
一
日
︑
東
京
学
芸
大
学
特
任
講
師
に
着
任
︒

○
会
員
近
著
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

黄
　
冬
柏
『
東
瀛
論
西
廂
―
︽
西
廂
記
︾
流
変
叢
考
』

 

（
商
務
印
書
館
︑
二
〇
一
八
年
四
月
）

岡
村
　
繁
『
白
氏
文
集
　
十
三
』

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

竹
村
　
則
行 

九
州
大
学
名
誉
教
授

胡
　
　
凌
燕 

浙
江
大
学
人
文
学
院
博
士
研
究
生

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ 

四
川
大
学
外
国
語
学
院
日
文
系
副
教
授

井
口
　
千
雪 

九
州
大
学
講
師

岩
崎
華
奈
子 

九
州
大
学
専
門
研
究
員

薛
　
　
欣
欣 

上
海
交
通
大
学
人
文
学
院
博
士
研
究
生

楊
　
　
　
柳 

南
京
大
学
文
学
院
博
士
研
究
生

 

（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
九
︑
明
治
書
院
︑
二
〇
一
八
年
五
月
）

牧
角
悦
子
『
経
国
と
文
章
―
漢
魏
六
朝
文
学
論
―
』

 

（
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
八
年
六
月
）

竹
村
則
行
（
共
著
）『
海
内
外
中
國
戲
劇
史
家
自
選
集
』

 

（
大
象
出
版
社
︑
二
〇
一
八
年
七
月
）

愛
甲
弘
志
（
共
著
）『
幕
末
維
新
の
リ
ア
ル
　
変
革
の
時
代
を
読
み
解

く
７
章
』 

（
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
八
年
八
月
）
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﹃
中
国
文
学
論
集
﹄
第
四
十
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
︒
会
則
に
示
す
通
り
︑
当
会
は
毎
年
一
冊
の
こ
の
﹃
論
集
﹄
の
刊
行

と
︑
年
六
回
の
例
会
﹁
中
国
文
藝
座
談
会
﹂
の
開
催
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
︒
本
年
七
月
︑
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
る
最
後
の
座
談
会
が
奇
し
く
も
第
三
〇
〇
回
と
な
り
ま
し
た
の
で
︑
本
学
名
誉
教
授
の
竹
村
則
行
先
生
に
お
願
い

し
︑
当
会
に
つ
い
て
の
回
顧
と
展
望
を
お
話
い
た
だ
き
︑
併
せ
て
本
号
巻
頭
に
も
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
続
く
六
編

は
︑
当
講
座
の
井
口
講
師
︑
専
門
研
究
員
の
岩
崎
さ
ん
︑
ま
た
元
九
大
教
員
（
広
人
文
学
講
座
）
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
マ
ツ

ダ
先
生
︑
そ
し
て
昨
年
秋
か
ら
一
年
間
︑
特
別
研
究
生
と
し
て
当
講
座
に
在
籍
さ
れ
た
胡
凌
燕
さ
ん
︑
薛
欣
欣
さ
ん
︑
楊

柳
さ
ん
の
論
文
を
掲
載
し
ま
し
た
︒
中
国
の
大
学
中
文
系
で
学
ぶ
大
学
院
生
と
わ
れ
わ
れ
日
本
の
若
手
研
究
者
と
の
学
術

交
流
は
︑
今
後
も
活
発
に
続
け
ら
れ
る
よ
う
当
会
も
さ
ま
ざ
ま
に
積
極
的
な
応
援
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

さ
て
︑
二
〇
一
八
年
は
大
学
移
転
と
い
う
ま
こ
と
に
多
忙
な
日
々
で
あ
り
ま
し
た
︒
研
究
室
の
移
転
作
業
そ
の
も
の
は

僅
か
二
日
間
（
八
月
三
十
日
搬
出
︑
翌
三
十
一
日
搬
入
）
の
︑
あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事
で
し
た
が
︑
こ
こ
を
中
心
に
一

日
の
全
て
の
活
動
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
私
た
ち
（
教
員
・
学
生
）
に
と
っ
て
︑
学
び
舎
の
移
転
と
い
う
も
の
は
︑
そ

れ
ぞ
れ
に
︑
ま
た
︑
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
伴
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
︒
し
か
し
︑
そ
の
多
く
の
原
因
は
︑
私
た
ち
の
日

常
の
生
活
が
︑
日
々
の
習
慣
的
な
行
動
の
連
続
に
よ
っ
て
︑
ほ
と
ん
ど
が
無
意
識
の
う
ち
に
︑
ぼ
ん
や
り
と
︑
か
く
あ
る

0

0

0

0

べ
き

0

0

方
式
に
固
定
さ
れ
︑
ま
た
拘
束
さ
れ
て
い
る
（
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
る
）
に
過
ぎ
ま
せ
ん
︒
こ
れ
ま
で
の
﹁
当
た

り
前
﹂
か
ら
目
を
覚
ま
し
︑
新
し
い
生
活
の
中
で
︑
新
し
い
物
の
見
方
︑
考
え
方
を
手
に
入
れ
る
に
は
︑
こ
の
校
区
移
転

と
い
う
大
イ
ベ
ン
ト
は
︑
実
に
千
載
一
遇
の
好
き
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

移
転
を
終
え
て
の
数
週
間
︑
私
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
︑
約
三
十
年
前
の
留
学
時
の
記
憶
で
し
た
︒
日
本
で
は
当
た

り
前
︑
九
大
で
は
当
た
り
前
︙
︙
だ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
︑
ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
て
日
常
生
活
か
ら
消
え
て
な
く

な
り
︑
裸
電
球
の
薄
暗
い
留
学
生
楼
で
寝
起
き
し
︑
雨
上
が
り
に
は
歩
道
に
大
き
な
水
溜
ま
り
が
で
き
る
大
学
構
内
を
ト
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ボ
ト
ボ
と
歩
き
︑
そ
し
て
や
は
り
薄
暗
い
中
文
系
の
辦
公
室
で
︑
先
生
や
大
学
院
の
先
輩
た
ち
と
下
手
な
中
国
語
で
何
と
か
挨
拶
を
交
わ

し
︑
埃
ま
み
れ
の
資
料
室
で
見
つ
け
た
中
国
語
の
論
文
を
借
り
出
し
て
き
て
︑
ま
た
水
溜
ま
り
の
道
を
戻
っ
て
近
く
の
小
売
部
の
コ
ピ
ー

屋
さ
ん
で
︑
異
様
に
厚
く
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
紙
に
コ
ピ
ー
し
て
も
ら
い
︑
そ
れ
を
大
切
に
持
ち
帰
っ
て
（
雨
が
霽
が
っ
て
も
街
路
樹
の
雫
で

紙
が
濡
れ
る
）︑
夕
方
の
留
学
生
楼
の
︑
ふ
た
た
び
焼
け
ど
し
そ
う
な
裸
電
球
の
下
︑
ラ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
の
放
送
を
聞
き
な
が
ら
︑
論
文

の
コ
ピ
ー
や
書
店
で
買
っ
た
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
の
書
籍
な
ど
を
拾
い
読
み
す
る
︙
︙
︒
最
初
は
そ
れ
ま
で
の
日
本
生
活
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
︑
さ
ま
ざ
ま
な
不
満
が
心
を
よ
ぎ
っ
た
が
︑
二
个
月
︑
三
个
月
と
経
つ
と
︑
中
国
の
先
生
方
の
論
文
の
︑
独
特
の
思
考
法
や
視
野
の
広

さ
︑
ま
た
基
本
的
事
項
と
し
て
常
識
化
さ
れ
て
い
る
事
柄
の
層
の
厚
み
な
ど
が
︑
何
と
な
く
了
解
さ
れ
て
き
て
︑
中
国
へ
の
不
満
が
︑
逆

に
日
本
や
日
本
人
学
生
た
ち
へ
の
不
満
に
︑
気
が
つ
く
と
自
分
の
意
識
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
瞬
間
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
︒
研
究
環

境
の
変
化
は
︑
そ
れ
ま
で
自
分
で
は
考
え
た
こ
と
も
な
い
﹁
新
し
い
一
歩
﹂
を
踏
み
出
す
た
め
の
︑
よ
い
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
︒

し
か
も
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
︒
そ
れ
ま
で
別
の
階
に
あ
っ
た
国
文
や
美
学
︑
考
古
等
の
研
究

室
と
は
同
じ
階
に
な
り
︑
新
し
い
図
書
館
へ
も
傘
を
差
さ
ず
に
行
け
︑
し
か
も
︑
こ
れ
ま
で
は
文
系
図
書
室
・
中
央
館
・
旧
教
養
部
分
館

︙
︙
な
ど
と
各
地
に
﹁
散
在
﹂
し
て
い
た
書
籍
が
︑
ほ
ぼ
一
堂
に
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
比
較
社
会
文
化
研
究
院
・
言
語
文
化
研
究
院
の

先
生
方
と
も
よ
う
や
く
同
じ
職
場
で
め
ぐ
り
会
え
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
何
よ
り
も
我
が
中
国
文
学
研
究
室
で
は
︑
窓
の
向
こ
う
に
玄
界
灘

を
遠
望
し
︑
ま
こ
と
に
静
か
で
穏
や
か
な
読
書
の
時
間
が
得
ら
れ
ま
す
（
国
道
三
号
線
や
飛
行
機
の
騒
音
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
！
）︒
夕

暮
れ
ど
き
︑
大
学
か
ら
鉄
道
駅
ま
で
の
坂
道
を
自
転
車
で
下
っ
て
ゆ
く
と
︑
実
に
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
︒
空
に
は
十

数
羽
の
雁
金
の
群
れ
が
綺
麗
に
整
列
し
︑
時
に
は
そ
の
下
の
田
圃
一
面
に
牛
舎
の
牛
た
ち
が
放
た
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒
秀
逸
は

夕
陽
に
映
え
る
た
か
す
高た
か
す祖
山
︒﹁
こ
こ
が
福
岡
市
か
？
﹂
と
思
え
る
ほ
ど
︑
新
鮮
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
ん
で
︑
日
々
是
好

日
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

ほ
ぼ
隔
月
開
催
の
﹁
中
国
文
藝
座
談
会
﹂
は
︑
会
員
外
の
方
の
傍
聴
も
歓
迎
で
す
（
も
ち
ろ
ん
参
加
費
無
料
）︒
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
︑
新

し
い
九
州
大
学
に
お
い
で
下
さ
い
︒ 

（
静
永
　
健 

記
）


